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つ く ば 日 中 協 会 会 則 

（抜 粋） 

（目  的） 

第２条 この会は、つくば研究学園都市を中心に、日中交流に関心を持 

つ仲間が連携して、日中間の相互理解を深め、日中協力関係の 

強化と市民レベルでの相互扶助関係の具体的発展に貢献するこ 

とを目的とする。 

（活  動） 

第３条 この会は、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。 

   （１）会員間の連絡網を整備し、お互いの連携を強めあうこと。 

   （２）地域・組織と一体化した日中協力関係の推進に協力すること。 

   （３）中国の友人たちが活動しやすい環境づくりに協力すること。 

   （４）友邦団体との交流及び親善を深めあうこと。 

   （５）その他この会の目的達成に必要なこと。 

 

（中国語） 
（目  标） 

第２条  本会的目标是:以筑波研究学园都市为中心、联系关心日中交流的

朋友们、加深日中之间的相互理解、为加强日中之间的相互协作

关系和发展日中民间的相互扶助关系作贡献。 

 

（活  动） 

第３条  本会为实现前条所述的目标、将进行以下的活动。 

 （１） 制作会员间的连络网、加强相互间的联系。 

 （２） 协助推进地区・组织一体化的日中相互协作关系。 

 （３） 协助创造一个为中国友人能顺利地进行各种活动的良好环境。 

 （４） 加深与友好团体之间的相互交流和友好关系。 

 （５） 其它为达到本会目标所必要的活动。 
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「つくば日中協会」が 1993年に発足し，本年

で 20周年を迎えられますことに心からお祝いを

申し上げます。またこの間，留学生を中心に中

国の方々との交流を通して，市民レベルで両国

親善に大きく貢献されてきました会員の皆様に，

あらためて敬意を表します。 

昨年は，日中国交正常化の実現から 40周年の

節目の年でありました。これまで，経済・文化

交流や人的交流などが活発に進められてきまし

たが，地域や市民による地道な友好活動がその

礎にあることを忘れてはなりません。つくば日

中協会におかれましても，中国語講座をはじめ，

筑波山登山，料理講習会や講演会など，毎年多

彩な事業に取り組んでこられ，つくばにおける

両国の親密度を深めてきたことは極めて意義深

いことであります。 

現在，つくば市に住む外国籍の皆様は，約 130

カ国から 7,000 人を超え，その約４割を中国の

方が占めており，研究や勉学などに励まれてい

ます。 

このような中，つくば市では，言葉や生活習

慣が異なる外国人住民の生活をサポートするた

め，国籍を問わず，多様な文化を背景とするす

べての住民が互いに理解し合える地域社会「多

文化共生社会」の形成を目指して，国際化推進

施策を積極的に進めているところです。 

また，つくば市と中国との交流につきまして

は，2004 年に深圳市と友好都市を結び，行政間

交流を中心に友好を深め，来年は締結 10 周年を

迎えようとしています。しかし，昨年夏からの 
領土問題を巡る両国間の緊張関係から，現在両

市の交流においても，様々な影響があります。 

中国の言葉に「九仞（きゅうじん）の功を一

簣（いっき）に虧（か）く」という格言があり

ます。これまでどんなに苦労して築いてきた偉 
業も，最後の努力を怠ればすべてが無に帰する，

という言葉です。日中間が厳しい局面にある今

だからこそ，先人の築いてきた朋友関係や平和

の心を絶やすことなく，深圳市との交流を深め

ていきたいと考えています。 

 そしてこのような状況下にあって，つくば市

が国際都市として飛躍していくためには，つく

ば日中協会をはじめとする市民の皆様の協力が

必要です。この 20周年を機に，会員の皆様の知

恵と経験に基づいた活動がさらに展開され，新

たな日中友好の懸け橋となりますことを心から

期待しております。 

 結びとなりますが，つくば日中協会のますま

すの御発展と，会員の皆様の御健勝・御活躍を

お祈り申し上げまして，挨拶といたします。 
  

新たな日本と中国の架け橋に 

 

 
  つくば市長・つくば日中協会名誉会長  

  市  原    健  一 
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つくば日中協会の２０年を振り返って 

 

 
   つくば日中協会会長  

  不  破   正  宏 
 

光と色にかかわる視覚実験を続けていた一研

究者が、つくば日中協会を設立し、２０年間も

日中友好の活動を続けることになろうとは、私

自身にも全く想定外のことでした。 

1989 年に、中国計量科学研究院から視覚光学

の研究者が私の研究室を見学に来られ、研究交

流と相互訪問を続けるうちに、家族ぐるみの交

流が続きました。朴大埴さんとの幸運な出会い

と、また、当時のつくば市長・木村操さんが日

中友好条約締結の舞台作りに活躍された功労者

であり、当時の副市長・稲葉勝行さんが日中友

好交流活動を熱心にご支援下さったという奇遇

に、皆さんとともに感謝したいと思います。 

1985 年のつくば科学万博の後、筑波研究学園

都市の環境も整い、全国から集まった研究機関

には中国人の研究者も増え、筑波大学中国人留

学生も含めて日中双方からの交流の機運が高ま

り、月例懇談会を開催して、日中双方の会員が

お互いにその研究分野や生活文化について紹介

しあい、さらに相互理解を深めるには、中国語

講座を開講して、中国語や中国文化への理解を

深めるのが良いということで、優秀な留学生を

講師に迎えて、中国語の学習も始まりました。

今年で１７回目を迎える中国語講座は、歴代講

師に、その時々の最高の人材をお迎えして、熱

心なご指導をいただくとともに、受講生のみな

さんの真摯で根気強い学習ぶりは、当協会の最

も誇るべき活動の成果の一つとなっています。 

筑波大学中国人留学生学友会との共催で開催

してきている中国料理講習会、日本料理講習会、

筑波山登山、忘年日中交歓会、日中フォーラム、

日本人家庭でのホームパーティ等の活動を通じ

て、中国の若者たちと交流できることは日本人

にとって大変有難いことであるとともに、これ

からの中国を支えていく若者たちに日本人のあ

りのままの生活を見ていただくことは、将来の

日中両国にとって、大きな力になるものと確信

を深めています。 

中国語講座終了後に、学習仲間と北京や成都

を旅行したり、中国語講座の講師を担当いただ

いた留学生が中国に帰国後、所属の中国の大学

を訪問し交流を深めたり、我々の活動は、中国

大陸にまで発展していて、将来が楽しみです。 

協会設立当初の中国人会員のお子さんたちも

それぞれ成人して、これからの大きな力になっ

ていってくれることでしょう。私たち一人ひと

りの力は小さくても、休むことなく続けること

によって、大きな力になってきています。 

私たちの小さな活動が、日中両国の若者たち

に希望の燈明となることを願いながら、私たち

の活動に参画してこられた諸兄姉に敬意と感謝

を表明するとともに、当協会の活動をこれまで

ご支援いただいているつくば市長はじめ、関係

諸機関のみなさんに心より御礼申し上げます。 
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 つくば日中協会創立２０周年を迎えるに当た

り、筑波大学中国留学生学友会を代表いたしま

して、心からお祝い申し上げます。 

貴協会が創立した平成５年当時は、明仁天皇

と皇后様が初めて中国を訪問された翌年で、日

中の友好関係が大きく発展していった時代です。

その年も在日中国留学生数が急増していた時代

でした。 

貴協会が創立以来、日中友好に多くの貢献を

され、今日を迎えましたのは、会長をはじめ、

役員の皆様及び関係各位の御尽力のたまものと

深く敬意を表するとともに、感謝を申し上げる

次第です。 

昨年は、各地で日中国交正常化４０周年を記

念した行事と民間交流が企画され、文化、経済、

観光などの交流が行われました、しかし、尖閣

諸島問題の影響で、一部の活動がキャンセルさ

れてしまった事は、とても残念な出来事でした。

そのような複雑な状況下でも、貴協会は例年と

同じように、筑波大学中国留学生のために、さ

まざま活動を行って下さり、１月のホームパー

ティー、２月の日本料理講習会、４月の中国料

理交流会、１０月の筑波登山活動、１２月の忘

年会など、どの活動でも貴協会の皆様と中国留

学生が打ち解けて親しく語り合う様子が見られ

ました。これは、日中民間友好交流の基盤とな

る一番重要な活動の形式だと思っています。 

 本年、「つくば日中協会」は設立２０周年を迎

えられ、大勢の日中関係者がつくばに集まられ

て、今後の日中関係について関心を持ち、また、

日中世代友好を達成するために、共に努力して

交流を深める事は、非常に素晴らしい事だと思

います。心から皆様の日中友好に対する熱意に

尊敬の意を表したいと思います。 

そして、日中の友好親善の様々な交流を更に

発展させ、新たな段階へ進められるように、留

学生の皆で努力し、祈念したいと思います。 

私自身も貴協会と筑波大の中国留学生の友好

活動を通じて、これからも日中の民間交流活動

に微力を尽くしますので、皆様の応援をいただ

ければ幸いです。 
  

つくば日中協会創立２０周年を祝して 

 
 
 
   筑波大学中国人留学生学友会会長  
        つくば日中協会中国語講座講師 

  何    銀   春 
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私がつくば日中協会に関わるようになった

のは、１９９３年１０月に京都の大学で留学生

生活を終え、つくばの研究所に就職した直後に、

同じ研究所に勤めていた不破会長から声を掛け

られたのがきかっけでした。当時、不破会長か

らつくば日中協会設立のことを聞かされた時に、

一人の研究者がほんとにこんなことができるの

かなと、また、長く続くのかなと正直言って不

安に思っていました。しかし、その後私の不安

をよそに、つくば日中協会は力強く成長し、今

年で設立 20周年を迎えることになりました。こ

れは、会員および関係者の皆さんの多大なご支

援はもとより、不破会長の温厚で親しみやすい

人柄と日中友好交流にかける情熱によるものに

ほかなりません。 

当時、不破会長と私はそれぞれ同じ建物の５

階と２階におりました。私は時々会長の部屋に

呼び出されて、日本語文章の中国語訳や中国語

文章の日本語訳などをよく頼まれました。また、

当時インターネットやパソコン環境が今ほど発

達していなかったので、不破会長がよく手書き

で行事案内などの文章を作成していました。手

書き文章のワープロ清書やお絵描きソフトによ

る案内地図の作成なども私の主な仕事の一つで

した。私は今幹事長という肩書を持っています

が、残念ながら最近仕事が忙しく幹事長らしい

仕事をほとんどしておりません。今振り返って

みると、日中協会が設立直後の数年間は私に 
とって最も協会に貢献できた時期なのかも知れ

ません。 

地道な日中交流活動を２０年間も続けること

は情熱だけではできることではないと思います。

国同士の関係というよりは、「日中の友人同士の

交流を大切にする」という設立当初から掲げて

いた理念に負うところが非常に大きいと強く感

じております。日本の他の日中友好団体の場合、

政治家が関わっていたり、活動に一過性のもの

が多かったりする傾向にあるように思います。

これに対して、つくば日中協会の場合、中国語

講座や料理教室、交流交歓会、ホームスティな

どの様々な交流活動を日中の友人たちがボラン

ティアの精神で長期間継続して行ってきました。

これらの活動を通じて、会員の間に強い友情が

生まれ、つくばを離れた後も交流を続けたり、

何らかの形で協会の活動に協力したりする会員

が非常に多いのがつくば日中協会の大きな特徴

であり、本来あるべき日中交流の姿なのではな

いでしょうか。 

最近、日中両国関係が難しいことに直面して

おり、政府間交流がかなり停滞しております。

このような状況の中で、つくば日中協会の活動

がほとんど影響を受けずに続けられていること

は協会の活動に携わる人間として非常に嬉しく

思うと同時に、民間交流の大切さを改めて痛感

させられました。２１世紀はアジアの世紀とよ

く言われますが、中国と日本というアジアの２

大国が争っていては、アジアに未来はないと思

います。２０年は、人間で言えば成人になった

ばかりでこれからの活躍が期待されます。２０

周年を一つの通過点として、今後も「日中の友

人同士の交流を大切にする」という理念をモッ

トーにして地道な交流活動を通じて日中両国民

の相互理解、友好交流に少しでも貢献できるこ

とを願っております。ともに努力しましょう！ 

つくば日中協会に関わって２０年 

 
 
   つくば日中協会幹事長 

  王    学   論 
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もう 10年以上前になろうか？子供達の学童保

育の関係で知り合ったＮ氏から「川久保さん、

中国に興味がありそうだからつくば中央図書館

で毎週やっている中国語講座に来ませんか？」

と誘われた。当時僕は世界中の出来るだけ多く

の国に行きたいという野望に燃えており、その

為には英語・中国語・スペイン語をものにせね

ばと思っていた。英語は下手ながら何とか意思

疎通は出来るレベルなので先ずは 2，3年かかっ

て中国語を勉強し、その後スペイン語をやろう

という計画で早速受講する事にした。杜先生、

範先生、和泉田先生、呉先生、楊先生、李先生、

そして孟先生と次々に素晴らしい先生方の授業

を受けたが、こちらの記憶力や努力が先生方の

熱意について行けず、早や月日は 10 年以上経っ

たのに未だ中国語のレベルは「ニー・ハオ」で

始まるＮＨＫのラジオ講座で 4 ヶ月経ったくら

いのものでしかない。もちろんスペイン語の学

習は未だ始められないでいる。 

僕を中国語講座に誘ったＮ氏は早々と止めて

しまい、僕は彼の後釜として日中協会の役員に

ならされてしまった。せっかくやるなら楽しん

でやろうと思い、面白い行事を色々考えた。 

 僕は外国に行くとやりたい事が二つある。ひ

とつはその地方にある高い場所に登る事、もう

ひとつはその土地の普通の人の家の中に入って

普通の暮らしを見てみたいという事。多分つく

ばに来ている中国人留学生も同じ思いでは無い

か？それなら彼らを筑波山に案内し、受講生の

各家庭に招待して日常の食事を出し日本の家庭

生活を見てもらったらどうだろうか？ 

幸いにもこの企画は受講生の賛同を得、多く

の人達の協力を得てスタートした。筑波山登山

の方は当初留学生の参加は 10名程度であったが

現在は 30名となり恒例の人気行事となった。し

かし、残念ながら受講生の自宅への招待（ホー

ムパーティー）の方は当初 10家族以上の協力が

得られたが次第に尻つぼみとなり昨年は 3 家族

となってしまった。普通の食事を食べてもらい

日常生活を見てもらおうと言う趣旨でもやはり

お客さんを呼ぶからには掃除をキチンとし、御

馳走も作らねばならぬという意識が働いて次第

におっくうになるからであろう。 

他の団体と同様、中国語の受講生も 60歳以上

のオジサン・オバサンが殆どとなり、役員も高

齢化している。このままでは日中協会の活動は

尻つぼみとなろう。若い層が入会してバリバリ

活動してくれる事を望みたいが、今の日本の現

状では若い人達は心理的にも経済的にも余裕が

なく無理なのかも知れない。 

  

中国語講座とつくば日中協会との関わり 

 

 
 
   つくば日中協会事務局長 

  川  久  保   忠  通 
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時間が経つのが本当に早い！つくば日中協会

も設立２０周年を迎えるあたり，おめでたい気

持ちで振り返ってみれば，良い思い出で頭がい

っぱいになってどこから話を進めて文章を綴れ

ばいいか分からなくなる。思えば，今年で来日

１９年になる私は，１年先に設立されたつくば

日中協会にお世話になり，協会の様々な有意義

な活動を通じて成長し，充実した留学生活を送

ることができて，本当に幸運に巡り会えたと感

激が重なる。 

留学生にとって，各自の専門知識を身に着け

るのは当たり前の責務だが，様々な交流活動に

参加するのも，日本文化と日本社会を理解し，

更に自国の文化とアイデンティティを見直す良

い機会でもある。当時，つくば日中協会は留学

生を招聘して，桜を観賞する花見大会と親睦を

深める忘年会を開催し，日本の風物詩を留学生

に体験する機会を提供した。交流は一方的な押

し付けでなく，双方向で進む。ある花見大会で

は，谷田部小学校の生徒たちが中国語で中国の

民謡「茉莉花」を披露してくれ，その完璧な発

音ときれいな歌声は鮮明に記憶に刻まれている。

そして，日本の年越しそばと中国の忘年餃子が

同じテーブルに現れるのも日中協会ならではの

忘年会だ！ 

 大規模な交流活動だけではなく，つくば日中

協会は小規模な日中文化交流会も不破会長が定

期的に公民館で開催してくれた。ゼミナール形

式で日中の文化について交互に発表する機会を

設け，学術的に互いの文化について理解を深め

た。私も一回，中国の四合院と言う住宅様式に

ついて発表させてもらい，図書館で資料を調べ

て自分自身が四合院と中国の住宅様式に対して

再発見の良い機会になった。この交流会には中

国に関心を持つ方々が集まり，交流会終了後は

いつもレストランで食事をしながら懇談を続け

た。中国文化への関心が中国語を勉強する意欲

に発展し，この小さな交流会が後に立ち上げた

中国語講座の原型ではないかと推測する。 

協会の中国語講座の初代講師を務めさせてい

ただいたことは非常に光栄だと感じられる。当

時，私は博士論文を作成する最中で，時間的に

も体力的にもバイトに行くことが困難だったが，

中国語の講師を担当することで生活費を効率良

く稼げたことは，後に博士号を取得する不可欠

な条件であった。中国語講座では様々な方々と

出会って，日本のいろいろな側面を見ることが

できた。ある受講生を数回，自分が勉学してい

る筑波大学のキャンパスで見かけたことがあっ

たが，いつもラフな格好をしている彼がいつも

「近くで働いている」という。しかし，私の送

別会で渡された筑波大学「教授」と書かれた彼

の名刺を見たときには本当に驚いた。私に圧力

をかけないために，彼はいつも自分の身分を隠

してくれた。その優しさが後から分かった。 

協会の設立と活動は，不破会長をはじめ，数

多くの会員の方々の地道な努力によって実現し

たものと理解している。このような国際交流活

動に欠かせられない「草の根」活動がボランテ

ィア精神に基づくことは，私の留学生活中に学

業以外で得た最大の収穫でもある。現在，私も

このようなボランティア精神を活かし，僅かで

はあるものの，自分が卒業した高校で経済状況

が良くない学生を支援することを続けている。

協会の方々の努力は，このように留学生や客員

研究員などのネットワークを通じて拡がってい

くと信じている。 

つくば日中協会設立２０周年，心よりお祝い

申し上げます。 
   （現在 立教大学観光学部観光学科教授） 

つくば日中協会を通した私の出会い 

 
 
  筑波大学中国人留学生学友会元会長 

       つくば日中協会中国語講座元講師 

  杜     国   慶 
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 昨今の中日関係は、中日間の国交が正常化し

て以来、最も冷たい状態まで冷え込み、小泉政

権時代の「政冷経熱」といわれた状況よりも悪

く、むしろ「政氷経涼」と言っても過言ではな

いのが現状です。そして、この問題はこれから

先の近い将来までには改善される兆しは見えて

こないと思うと、とても寂しく感じられます。 

 この背景には、もちろん両国間には解決が困

難な領土問題があり、中日それぞれの政治家に

は各自の信念と理念があり、時には、中日関係

の悪化を好む意地の悪い人間もいるかもしれま

せん。現在では、両国の一般の国民までお互い

に敵視しあい、ネット上で罵倒し合い、嫌中と

反日で応酬するような事態が起きており、私は、

ここまで悪くならなければいけない理由はどこ

にもないと思います。なぜなら、それはまず領

土などの問題の解決にもならないし、両国民の

友好の促進のうえで大きな障害となるからです。

このような事態を招来している最大の要因は相

手の国と国民に対する誤解があるからであろう

と私は思います。そして、そのような誤解を生

む最大の要因は市民レベルでの交流が決して十

分ではないことが支障になっていると私は思い

ます。 

 多くの中国人は、日本という国には歴史を無

視して、中国を敵視する人間ばかりいると考え

ているようです。同時に、多くの日本人は、中

国という国には野蛮で、貪欲で人権を無視する

人が多いと思っているかもしれません。しかし、

現実をみれば、両方とも間違っているのは明ら

かです。 

 私は今から約２０年前、私費留学生の身分で

来日したのです。当時の何もかも無知な私は、

日本人ボランティアの方からアイウエオから始

めて日本語を学びながら、大学院の教育を受け

ました。恩師が希望されたレベルまで成長でき

てないことを残念に思っていますが、多くの日

本人の暖かい人間性、細かい仕事観、ひたむき

な性格に影響され、今の私にまで、成長してき

ているのです。今は周りの同胞に“日本人みた

いね(真象日本人)“、と言われることを誇りに思

っています。これからも日本人の生き方になら

ってこれからの人生を送りたいと思っています。 

 私の周りには来日経験のある人間が数多くい

ます。彼らが日本を褒める口数は圧倒的に悪口

より多いです。彼らは真実の日本と日本人にふ

れることができたからだと私は考えます。両国

間の人間の行き来がもっとできれば、誤解がも

っと減らせるはずです。私が両国間の人々の交

流の重要性を強調するのはそのためです。 

筑波大学における４年の留学生活の間、不破

会長をはじめ「つくば日中協会」の方々と一緒

に過ごした日々は忘れ難い思い出に満ちていま

す。お世話になった一人の人間として、感謝と

感動の気持ちは、胸中に深く刻まれて懐かしく

思い出されます。２０歳になった「つくば日中

協会」は、日中交流の場所として、日中友好の”

懸け橋“として、これからの一層の発展を心か

らお祈りを申し上げます。そして、皆様の末永

い健康と幸せをお祈り申し上げます。 

（２０１３年７月１日、中国 長春にて） 

 

相互理解に基づく中・日交流の推進を 

 

 
   筑波大学中国人留学生学友会元会長 

  馬      徳   懐 
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つくば日中協会設立 20周年に心からお祝い申

し上げます。私は 2009年につくば日中協会の中

国語講座の中級コースを担当しはじめました。

初めての授業の風景は今でもはっきり覚えてい

ます。とても緊張して、最初は何を話したら良

いのか分からなくて、とりあえず自己紹介をし

ようと話し始めたら、受講生の皆様が温かい眼

差しと微笑みをむけてくださったり、うなずい

てくださったり、「そうですか」と相づち打って

くださったり、本当に勇気をいただきました。

最初の授業が終わった後、当時の受講生の宮島

さんと川久保さんからメモをいただきました。 
そのメモには授業の良かったところと改善点が

詳しく書いてありました。それを読んで、「皆様

がこんなに真剣に私の授業を聞いてくださって

いるのだからもっと頑張らないと」と決心しま

した。あっという間に３年余りが経ちました。

今の中国語講座は私にとっては欠かせないもの

となっており、楽しみの一つでもあります。授

業の時に皆様の中国語に対する情熱、文法に関

しての鋭い質問、皆様が人生の先輩として持っ

ていらっしゃる経験、さらに、旅行に行かれた

方から聞く世界中の各国のさまざまな見聞など、

本当に週一回だけの授業がいつも待ち遠しかっ

たです。 

2011 年度と 2012 年度、私は筑波大学中国人

留学生学友会の会長を務めていました。日本料

理講習会、中国料理交歓会、日中フォーラム、

筑波山登山、ホームパーティーや忘年会などな

ど、数多くのイベントを開催していただき、日

中民間交流にお骨折りいただく姿勢にいつも感

動しています。留学生は日本で暮らしていても、

実は生活のほとんどが勉強やアルバイトに追わ

れて、あまり日本人と交流する機会や日本社会

を理解する機会がありません。このようなイベ

ントは留学生にとって非常に貴重な体験で、き

っと一生忘れない宝物になるでしょう。 

2009 年から今までの 4 年間、私は中国語講座

の講師として、一人の留学生として、さらに皆

様の人生の後輩として、たいへんお世話になり

ました。この４年間、私は肉親との別れ、結婚、

いわゆる人生で最も辛いことと最も幸せなこと

を経験し、さらに今は小さな命を授かりました。

皆様の温かいご支援があったからこそ、私はこ

こまで来ることができて、一人の大人として成

長できたのだと思われ、感謝の気持ちでいっぱ

いです。これからも皆様と末永くお付き合いさ

せていただけますようお願い申し上げます。 

最後に、改めてつくば日中協会設立 20 周年、

真におめでとうございます。貴協会のご発展と

皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。 
  

つくば日中協会設立２０周年にあたって 

 
 
  筑波大学中国人留学生学友会前会長 
  中国語講座元講師 

   孟      煕 
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  值此筑波日中协会成立 20周年喜庆之日即将

到来之际,特写此信致以诚挚的祝贺! 

今天是中国农历八月十五中秋节。今夜的北

京，皓月当空。“每逢佳节倍思亲”，此时此刻非

常想念在筑波结识的日中协会的朋友们。 

1992 年 6 月我应日本国文部省邀请，作为外

国人研究员来到著名的科学之城筑波市，在 KEK

进行为期一年的科学研究，取得了丰硕的科研成

果；1995 年至 2008 年期间，我又七次访问 KEK做

短期合作研究。美丽的筑波市和热情好客的筑波

人，给我留下了极其美好的印象。更加宝贵的是，

在这里我结识了许多筑波日中协会的成员，与他

们一起参加协会的活动，交流中日两国科技发展、

文化传统及风土人情；并在北京、上海等地欢迎

日本朋友的来访，彼此之间结成深厚的友谊。我

的许多中国同事以及我的数位博士研究生，也都

与筑波结下了难忘的情怀。 

我真诚的希望中日两国人民世世代代友好，

为我们的子孙后代造福。期盼更多的日本朋友访

问北京，我会尽地主之情；也一定会再次访问美

丽的筑波市，与朋友们团聚。 

祝愿中日友谊之树长青、祝福筑波日中协会

不断成长壮大！ 

2013年 9月 19日中秋夜 敬贺于北京 

 

つくば日中協会が設立20周年を迎えるにあた

り、謹んでお祝いを申し上げます。 

 今日は、旧暦八月十五日で、中秋節です。中

国では、「每逢佳节倍思亲」（正月や中秋節など

の家族団らんの時になると、普段より一層遠方

の親しい人を恋しく思う）という諺はあります

が、満月の夜空が美しい今日のこの瞬間、つく

ばで知り合った日中協会の友人たちを非常に懐

かしく思っております。 

 私は 1992年 6月から日本国文部省の招聘によ

り、外国人研究員としてつくばの高エネルギー

加速器研究機構(KEK)において 1年間の科学研究

を行い、沢山の研究成果が得られました。また、

その後、1995 年から 2008 年にかけて、計 7 回

KEK を訪問し短期の共同研究を行ってきました。

つくばの綺麗な街並みや親切な人々は、美しい

思い出として私の心に深く残りました。さらに、

つくばで沢山のつくば日中協会の会員と知り合

いになり、様々な日中協会の活動に参加できま

した。これらの活動は、私にとって、日本人の

方々と中日両国の科学技術の発展や文化、伝統、

風土人情などについて意見を交換し、交流を深

める貴重な機会となりました。また、中国の北

京や上海において、日本の友人を歓迎すること

もよくありました。このような相互交流を通じ

て、私と日本の友人たちとの間で深い友情が生

まれました。さらに、私の同僚および数名の博

士課程学生もつくばと忘れられない繋がりを持

つようになりました。 

 私は、中日両国の国民は子々孫々に渡って友

好的に付き合っていくことを切に願っておりま

す。これからもより多くの日本の友人が北京を

訪れるのをお待ちしております。また、私も再

度つくばを訪問し、日中協会の友人たちと再会

することを楽しみにしております。 

 最後に、中日友好の木が常に青々と生い茂る

よう、またつくば日中協会がますますご発展さ

れるよう、心よりお祈り申し上げます。 

    2013年 9月 19日 中秋夜 北京にて

（日本語訳：王学論） 

つくば日中協会設立２０周年にあたって 

 

 中国科学院上海応用物理研究所上海光源教授 
 中国在住会員 

   夏  紹 建 
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つくば日中協会の中国語講座を開催したきっ

かけは、不破会長ご夫婦の中国語の勉強から始

まったのです。当時私は「東洋大学牛久高等学

校」で非常勤講師として、高校３年生に中国語

を教えていたので、不破会長ご夫婦にも毎週中

国語を教えることになりました。ほかにも中国

語を勉強したい会員の方達もいましたので、役

員会で中国語講座の実行可能性を検討し、私に

初任講師を依頼され（他にもう一人の講師を推

薦し）、つくば日中協会主催の「中国語講座」を

開くことになりました。あれからもう十何年も

経ちましたが、つくば日中協会の中国語講座は、

２コースから５コースにまで拡大しました。 

 私にとっては、日中協会の中国語講座は、高

校での授業とは違いました。ここでの授業には、

語学の勉強だけではなく、社会風俗・文化・習

慣などについても、常に広い範囲で触れていま

すので、授業の準備と復習には、ちょっと高校

の授業と比べ、時間が掛かりましたが、非常に

面白く勉強にもなったのです。一番印象深かっ

たのは、年賀状を書く時に、十二支と十干の組

合せの干支（天干地支）に関することに触れた

時のことです。中国古来の知識としては、当時

の理工系出身の私には、恥ずかしいことですが、

単なる旧暦の表記方法しか知りませんでした。

授業中に、干支の読み方を教えながら、これに

関して、皆様から様々な見解をお聞きしました。

まさか日本人の皆様がこんなに良くご存じとは 
考えていませんでした。その後、干支に関して、

そして陰陽五行に関する漢方医学（中医）に関

連する五行の運用に関わる人体経絡についても、

広い意味での勉強をさせられ、大変収穫になり

ました。つくば日中協会の中国語講座があった

からこそ、この分野の勉強が出来て、この知識

を利用しながら、日常的に自分の健康管理も出

来ました。 

中国と日本は違う国でありながら、古くから

民間の文化交流があったことも改めて感じまし

た。つくば日中協会のこの良いプラットフォー

ムに、できる限り貢献したいと思っております。

私は、現在中国語講座の講師ではなくても、つ

くば日中協会の役員として、引き続き中国語講

座に係わっております。 

つくば日中協会の中国語講座は、「日中交流の

目的で、中国語を勉強する」との主旨を明確に

してきたからこそ、長年にわたって、皆様の無

私の奉仕により、長く続けられてきたと言える

のではないでしょうか。日中両国にとって、つ

くば日中協会のような民間的・素朴な交流があ

ってこそ、何千年も続けられると思います。つ

くば日中協会の 20年の歴史を振り返って見れば、

民間のパワーがどれ程大きいかも感じさせられ

ます。 

今後も微力ながらも、つくば日中協会での活

動を続けたい所存でございます。 

つくば日中協会のますますのご隆盛とご発展

をお祈り申し上げます。 

  

つくば日中協会の中国語講座について 

 

 
  つくば日中協会中国語講座元講師 

   唐    莉  莉 
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つくば日中協会の設立２０周年記念、誠にお

めでとうございます。 

長年ご発展をしてこられたことは、不破会長

を始め、多くの方々のご努力により成し遂げら

れた偉業です。本当におめでとうございます。

私は、かつてひととき日中協会に関わった人間

として、嬉しく思うと同時に、つくば日中協会

のことを誇りに思います。 

時間が経つのが早いものです。主人の仕事の

都合でつくばを離れ、高知に来てもう 7 年が経

ちました。3年ぐらいでつくばに戻れると思って

おりましたが、そうはなりませんでした。もち

ろん高知も良い所だと思います。カツオたたき

も美味しいし、お野菜もおいしいです。太平洋

も仁淀川も近くにあるし、家の目の前は山で、

自然がいっぱいです。 

でも私にとって、つくばは特別な存在です。 

私はつくば在住 8 年間の大半、日中協会とか

かわってきました。とくにつくばを離れる前の

４～５年間は、私は役員として、また中国語ク

ラスの講師として、つくば日中協会の皆様に大

変お世話になりました。毎年、春の留学生との

花見大会など、いろいろとイベントがありまし

たね。年末には、中国語クラスの皆さん、協会

関係者の皆様、留学生の皆さんと一緒にゆかり

の森で、水餃子などの中華料理や日本料理を作

って、100人を超える参加者で、和気藹々、美味

しいお料理をいただきながら、日本の歌や中国

の歌をみんなで歌ったり、日本語のクイズや中

国語のクイズ、ビンゴゲームをやったりして、

忘年会を大いに盛り上げましたね。これらこそ

は草の根の日中友好ですね。今でも時々写真を 
見て、みなさんのことを思い浮かべ、心が温か

くなります。 

つくば日中協会の皆様、当時の中国語クラスの

皆さん、色んな方々、本当にありがとうござい

ました。私にとって、全てが一生忘れられない

良い思い出です。 

私、つくばが大好きなのは、クラスのみなさ

んが私のこと、とっても大事にそして優しく接

してくださったからです。 

今でも、年末になると、ある方が茨城の特産

品であるレンコンを送ってくださいます。そし

て、電話で、今の日中協会のことや中国語クラ

スの様子を教えてくれます。私はとっても嬉し

いですが、同時に申し訳なく思います。私は、「も

う私のことを忘れても良いですよ」と申し上げ

たことがあります。その方が言いました、「いえ

いえ、私は先生のことを忘れませんよ。霞ヶ浦

のレンコンを食べて、つくばのことを懐かしく

思うでしょう」。その時、私は電話口で涙がこぼ

れました。また、ある方が高知の故郷に年に一

度帰ります。短い滞在のお忙しい中、必ず連絡

をくださり、また、ご馳走してくださいます。

私の家にも一度来てくださいまして、楽しいひ

とときを過ごしました。    

私は良くクラスのみなさんに次のように言い

ました。「中国語では私が先生ですが、それ以外

ではみなさんが私の人生の先輩であり、師です」。

みなさんから私は色々と教わりました。また、

みなさんを通して、日本人を知り、日本文化を

知り、みなさんの事も、日本の事も、日中協会

の事も、大好きになりました。本当に心から感

謝しております。最後となりましたが、つくば

日中協会のますますのご発展と、皆様が何時ま

でもお元気でいらっしゃいますように、心から

願っております。 
  

つくば日中協会の設立２０周年を祝して 

 
 
  つくば日中協会中国語講座元講師 

   範     隷 
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帰国して三年になりましたが、つくばでの留
学生活を振り返ってみれば、いい思い出がいっ
ぱいありました。 

2005年 10月、私は期待と憧れの気持ちで知ら

ない異国の町つくばに到着しました。はじめて

の異国生活でしたから、食事や生活など慣れな

いところがたくさんありました。一番困ったこ

とは常に感じていた孤独と寂しさでした。筑波

大学に中国留学生学友会があることを聞いて参

加しました。学友会を通して、いろいろな友達

を作りました。 

  つくば日中協会とのご縁は 2005年年末の忘年
会から始まったのです。初めて日本の忘年会に
参加して、日本人と一緒に餃子を作りました。
恥ずかしいことに、実はそれは私の初めての餃
子作りでした（中国の南地方の出身ですから、
餃子を作ったことはありません）。日本人にいろ
いろ教わって、餃子の作り方を学びました。協
会はその時、ちょうど新しい中国語講座の講師
を募集していました。私の専門は言語学ですか
ら、友達の紹介で不破会長と知り合うようにな
りました。会長との簡単なごあいさつのあと、
面接の日付が決まりました。 

 面接が無事に終わり、私は運良く協会の講師
になりました。受講生はみんな中国語や中国文
化にたいへん興味を持つ人々でした。彼らはそ
れぞれ違う理由で中国や中国人が大好きです。
彼らとの接触で、中国の言語と文化の奥深さが
分かり始めるようになるとともに、中国人とし
ての誇りも感じるようになりました。これは国
内にいたとき感じなかったのです。受講生の皆
さんから言語や文化に関するおもしろい質問を
いろいろ聞かれました。例えば、「了」の使い方
にはどんなものがあるか、中国の仏教名山はど
んなところか、などでした。授業で即時に答え
られない質問があるから、家へ帰ってからいろ
いろ調べなければなりませんでした。一つの質
問のために、言語学専門の同級生と電話で一時
間以上議論することもありました。このように 
いろいろやる中で、中国語を教えることは、受

講生の皆さんに中国語を教えているだけではな
く、自分の母国語に対する見直しでもあると私
は思いました。受講生の皆さんの多くは定年に
なったお年寄りで、中国語を学習するため、よ
っぽどのことがなければ、必ず授業に来ました。
中国語に対する執着の精神に常に感動させられ
ていました。こんな粘り強さがあったからこそ、
若い頃戦後の日本の発展に力を尽くして、現在
の豊かな日本があるのではないかと思われまし
た。 

 また、中国の学習以外に、私も協会のいろい
ろなイベントに参加しました。イベントに参加
するに当たり、私はほかの留学生と違って、お
客さんではなく、ホストだと思っていました。
雨の中での筑波山登山は忘れられません。毎年
の忘年会の不破夫人のおもしろいゲームは忘れ
られません。小野川公民館でみんなで一緒にお
寿司を作っていた光景は忘れられません…2008
年、私は受講生を率いて、中国の上海・紹興・
寧波を訪問しました。今でもときどき思い出し
たおもしろいエピソードがあります。雨のため、
上海の東方明珠テレビ塔の入口の前で、「小心地
滑」という立札がありました。ある生徒は「先
生、『気をつけて滑れ』とありますが、どうのよ
うに滑ったらいいですか」と私に聞きました。
私は思わず吹き出してしまいました。この言葉
になんとこんなあいまいな意味も読み取れると
は思いませんでした。 

 このようにあっという間に受講生の皆さんと
４年間過ごしてきました。良い思い出がいっぱ
いです。2010 年３月、盛大な送別会のあと、私
は帰国しました。飛行機の中から遠ざかってい
く日本を見下ろしながら、つくばでの生活、中
国語講座の皆さんと一緒に過ごしてきた楽しい
日々を思い出して、私は思わず涙を流してしま
いました。「さようなら、つくば」と。 

 つくば日中協会創立 20周年というおめでたい
節目の年に際し、協会のますますのご発展をお
祈りするとともに、受講生の皆さんのご健康と
ご多幸を心から祈念いたします。 
（現在 寧波工程学院外国語学院日本語科主任） 

私とつくば日中協会のご縁 

 
 
  つくば日中協会中国語講座元講師 

   楊    豪  傑 
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今年、つくば日中協会が設立二十周年を迎え

られましたことを皆様方と共に心からお祝いし

たいと思います。 

会長の不破正宏先生が中心となり、多くの協

会の方々の努力の積み重ねの結果、つくば日中

協会の盛況が今日に至っていることに深く感銘

させられています。 

 この協会は、日本と中国が二度と交戦しない

両国の友好関係を築くために多大な貢献をして

きました。それは、つくば市を中心として、地

道な友好活動を通じ、多くの日本人に中国に興

味関心を湧かさせ、中国が好きになり、また中

国のさらなる発展を願い、並々ならぬ情熱を持

って、幾多の困難を乗り越え、今日まで築いて

こられました。歴史はまだ二十年ですが、中国

語講座、中国人の留学生との親睦、中国文化を

異国で広げるなど、活発な活動を続けられてい

ます。 

 私は 2007 年、2008 年の二年間、つくば日中

協会で中国語講座の講師を勤めさせていただき

ました。 

今年 2013年からまた、引き続き中国語、中国

語文化を多くの日本人に興味を持たせるために

頑張っていきたいと思います。その理由はこの

仕事がとても有意義で価値があることなので、

日中友好のために一助となるからです。 

私が中国語講師を担当した当時、つくば日中

協会の受講生の方々の見識に驚きました。多く

の方が中国に対して、深い愛情を持っていて、

中国語を習う情熱を感じさせられました。また、 
中国の新疆、チベット、九寨溝など私も行った

ことないところへ旅行したり、登山活動を行な

ったり、多くの人生経験をされていました。授

業はこれらの人生経験の交流も含めまして、と

ても楽しい時間でした。その意味では、受講生

たちは人生の師と友として、私の人生の宝物で

した。 

 今、日中関係が困難な時期に向かっています

が、つくば日中協会の方々と心を一つにして、

友好活動を推進して、日本と中国の信頼関係と

絆を深めて、「互敬互愛」の未来に向けて、微力

ではありますが、全力を傾けて行きたいと思っ

ております。 

 これからも、つくば日中協会のご発展を心よ

りお祈りいたします。これをもちまして、二十

周年記念の祝辞といたします。 
                               

平成 25 年 7 月 22 日 
 
 

（筑波大学人間総合科学研究科博士後期課程 
    国学院大学栃木短期大学非常勤講師 

           東洋大学非常勤講師） 
  

つくば日中協会の設立２０周年を祝して 

 

 
  つくば日中協会中国語講座元講師 

   野  澤    有 希 
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 私とつくば日中協会との出会いは、11 年前に

私と主人の家族が来日した時です。主人のおば

あさんは 64年間も中国で暮らしましたが、日本

人で、つくば市が故郷ですので、つくばに定住

する事にしました。その時に幸運なことに不破

会長ご夫婦と知合いになり、現在も大変お世話

になっております。親に日本語を教えてくださ

ったり、日本の生活習慣を紹介したり、病院の

付き添い……日常生活の隅々まで助けて頂いた

お蔭で、今はなに不自由がなく生活できるよう

になりました。 

 つくばに来て最初に一番驚いたのは街を歩い

ている人が少ない、自転車に乗る人もあまり見

かけない、でも街はとても綺麗で、あちこちに

緑の公園が見られ、道では知らない人でも挨拶

してくれて、日本の人々の優しさ、マナーの良

さにとても感心しました。今では日本の環境、

マナー、サービスの優秀さに慣れてしまって、

中国に帰るたびに、時々不便だなと感じました。

日本の事が大好きになりました。 

 来日してから、私は日本産業技術学院を卒業

して、ジオスの中国語講師になって、大学生と

か、ビジネスマンなどと楽しく中国語を勉強し

ました。二年後長女が生まれ、しばらく育児に

専念してから、再び日本の企業に就職しました。

同時につくば日中協会の中国語講座の講師とし

てもお世話になり始めました。今年で 6 年目に

なり、主に入門と初級の担当になっています。

毎週みんなと楽しく中国語を話したり、中国事

情を話し合ったり、私にとってとても楽しみな

時間になっています。受講生たちは、今の日中

間の厳しい関係をまったく気にせず、中国に友

好的で、中国の文化や社会、人々の暮らしに関

心が深く、どなたもとても真剣に勉強していま

す。中国では、ほとんどの 50、60代の人はゆっ

くり年金生活を送っています。普段はマージャ

ンしたり、公園へ散歩に行ったり、孫と遊んだ

り、何かを勉強しようなどとは思っていません。

日本の皆さんの勤勉さ、生き生きとした生活態 

度には感服します。入門コースでは最初の発音

のピンインの勉強が最も難しいと言われていま

すが、みんな自信をもって、大声で、間違って

も何回も何回も真剣に練習して、途中で「ああ、

のどが乾いちゃった」と笑いながら楽しく勉強

しています。 

 何より、つくば日中協会のいろいろな活動は

留学生をはじめ私達にとってとても貴重な交流

の機会です。ある日本料理講習会で、初めて日

本の巻き寿司、卵焼きの作り方を丁寧に教わり

ました。今はしっかり実用して、子供のお弁当

に出しています。子供同士お互いの親に得意気

に見せ合っています。 

 役員の川村さんは毎年の大晦日の前に、自宅

で餅つきしています、私の家族も誘われて、一

緒に体験させてもらいました。私達はうきうき

して、とても興奮して「出来る出来る」と、自

信満々でしたが、実際にやってみると、つきた

い所につけない、力の入れ加減も分からない、

タイミングも難しいですね。丁寧についた出来

立てのおもちは本当においしかったです。 

 中国にいる両親が日本に来たとき、協会の会

員達が親切にしてくださって、お友達になって

下さいました。手作りの日本料理をご馳走にな

ったり、また日光旅行にも案内してくれました。

日本の自然風景が綺麗で、日本の人々の心はも

っと綺麗だと感じたそうです。中国へ戻った両

親は、いつも親戚や知合いに日本の良さ、日本

のお友達の話をするそうです。 

 中国語に「礼尚往来」と言う成語（お互いに

友好往来する）がありますが、日中間もっとお

互いの国の「歴史文化」「風土人情」など、マス

コミだけではなくて、身をもって知ってもらう

ために、私達が日中友好の架け橋になれるよう

に頑張って行きたいと思っています。 

 つくば日中協会のますますのご発展を心より

お祈り申し上げます。 

つくば日中協会の設立２０周年を祝して 

 
 
  つくば日中協会中国語講座講師 

   和 泉 田   恵 美 
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 先日の新漢語コースで「长寿的秘密（長寿

の秘訣）」という短い文章を受講生の皆さんと一

緒に読みました。長生きできた三人のお年寄り

が集まって長生きの秘訣という話題でおしゃべ

りしています。それぞれの秘訣は次のように語

っています。 

（前略）一位九十六岁的老人说：“饭后百步

走，活到九十九。每顿饭后，散散步。”另一

位九十八岁的老人说：“有道理。我的经验是

每天吃饭不要吃饱，少吃一点就可以了。”最

后一位九十九岁的老人说：“少吃一口也容易

也不容易。我能活到九十九，只因老婆长得

丑。”说完，三位老人哈哈大笑起来。 

 この短い文章の中に、「饭后百步走，活到九十

九」（食事の後に百歩を歩くと九十九才まで生き

られる）」のような慣用句だけではなく、「少吃

一口也容易也不容易。我能活到九十九，只因老

婆长得丑」という中国式ユーモアも注目してい

ただきたいです。この文を訳すと「食べる量を

減らすのが簡単なこととも言えるし、難しいこ

ととも言える。僕が九十九才まで生きられたの

が、奥さんが醜いからである」となります。面

白いのが「奥さんが醜いからである」の余韻に

ついてどのように解釈するかとのことです。こ

の解釈についての議論が授業で大変盛り上がり

ました。「妻が醜い、かつ、怠け者であるからご

飯をちゃんと作ってくれない」とか、「妻は醜い

だけではなく、性格もよくないので、ご飯を作

らない」とか、いろいろありました。絶対正解

とは言い切れないですが、「毎日むきあう人が醜

くて楽しくない。楽しくない日々が続くと、食

べる量も自然に減る。食べる量を減らすことに

関しては、僕の場合は簡単で、自然にできたこ

とであり、九十九才まで生きられた」というの

が私の中国式解釈です。また、皆さんとの議論

を通じて、ジェンダーに関して日中両国の間に

差があることも分かりました。 

このように、文法や言葉のことに限定しない

で議論を一層深く展開できるのが日中協会の中

国語講座しかないと思います。そして、講座の

皆さんも私も日中両国のことをお互いに教えな

がら、ふくらませた授業内容を楽しんでいます。

知らないうちに、中国語講座の時間は私の楽し

みの一つになりました。 

中国語講座のような、楽しめる場所やきっか

けを作ってくださった日中協会に感謝する気持

ちがいっぱいです。これからも講座の皆さんと

一緒に楽しい中国語のお時間を過ごしていきた

いと思います。そして、皆さんもたくさんの中

国人と一緒に楽しい「日中」時間をお過ごし下

さい。 

  

楽しい中国語タイム 

 

 
  つくば日中協会中国語講座講師  

  李     晶 
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 今日の WWW は人類の歴史上かつてないスケ

ールで情報交換を可能とした。つくば日中協会

も、これを利用し、発足から 3 年目（1996 年 1

月）につくば日中協会のホームページ（HP)を開

設した。私はその HPの開設を担当し、その後の

変化にも関与しているので、いくつかの思い出

を書き残したい。 

 開設について、私がつくば日中協会の入会か

ら語りたいと思う。私は 1988 年 1月に筑波大学

の留学生として来日した。日本をもっと知りた

い、日本人と交流したい気持ちで、来日まもな

く、土浦日中友好協会の筑波山登山、東村（現

稲敷市に合併）日中友好協会のホームステイな

どを参加した。つくばにはこう言う団体があっ

て欲しく、つくば日中協会発足際に、喜んで友

たちを誘い合い、発足式に出席し、会員になっ

た。会員登録に役員に協力可能と記入したので、

不破会長から役員に勧められ、2年目に幹事長に

なった。何か協会に役に立ちたいと思い、HP を

開設した。当時、研究所のホームページさえな

かった時期でした。つくば日中協会を多くの人

に知ってもらうため、見た目よく作った（裏表

紙を参照）。当時、HP 編集ソフトがなく、普通の

テキストエディターで編集した。また、Windows

環境では中国語コードを使えなく、日本語ペー

ジと中国語ページ両方を作り、大変苦労した記

憶があった。2年後、不破会長が自ら一般無料サ

イトを探し、日中協会の HP をヤフージオシティ

に移した。さらに、不破会長の努力で、一層充

実した。 

 HP のリニューアルについて、その数年後、時

代の流れに連れて、つくば日中協会の HP をよく

使えるようにするために、専門知識があるもの

に頼み、表現重視型へリニュアールした（下図

に参照）。しかし、近年、ソフトの進化によるリ

ニュアールした HP を使えなくなった。さらに、

ソフトの更新や HP の普及により、誰でも HP を

作れる時代になり、私がもう一回トライし、現

在のページになった。現在の HPは、一般の人を

見るページと内部役員だけのページを設け、過

去の資料も参考になれるようになった。さらに、

携帯電話用のモバイル版もあった。 

 HP の変遷について、初代目は協会を宣伝する

目的で見た目型から、協会の宣伝と中国語講座

の実用兼ねて表現重視型へリニュアールした。

現在は、協会の実用を重視した実用型に進化し

たと思う。ページは以下にある。 

https://sites.google.com/site/tsukubarizho

ngxiehui/ 

 

 
つくば日中協会 2 代目のホームページ（抜粋） 

 

つくば日中協会のホームページの作成 

 
  つくば日中協会元幹事長 

   杜     明  遠 
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長い間ご無沙汰していたにも関わらず、つく

ば日中協会会長の不破正宏先生から当協会設立

２０周年記念式典への招待状と記念誌の原稿依

頼の手紙を頂き、感激して自然に涙腺がゆるみ

ました。 

確かな記憶ではありませんが、つくば日中協

会の創生期を思い出し、若干感想を述べてみた

いと思います。 

顧みると、私は日中協会の初代幹事長であっ

た大庭治夫先生からつくば日中協会設立総会の

案内状を頂き、出席したのが縁で会員になりま

した。その後、開催された総会で幹事に選ばれ

てから九年間、多くの皆様と親睦を深めると共

に貴重な体験をさせて頂きました。 

特に毎年四月に開催された定期総会の後の日

中懇親会と十二月に開催する年忘れ交歓会の進

行役をさせて頂いた事が強く印象に残っていま

す。 

平成六年四月九日の日中懇親会は科学万博記

念公園で開かれました。当日はつくば市長と助

役の他、二人のミスつくばも参加され、楽しい

お花見会になりました。ミスつくばの一人はフ

ィリピン出身の留学生でしたので桜の木の下で

フィリピンの舞踊を披露してくれました。私は

昭和五十六年から太極拳を学んでおりましたの

で太極拳を披露しました。この交流会の様子が

つくば市報に写真入りで掲載された時は一瞬驚

くと同時に幸せを感じました。 

平成十三年度の年忘れ日中交歓会は十二月十

六日、つくば市ゆかりの森、老人福祉センター

ホールで盛大に開かれました。当日は、交歓会

に先立ち、福祉センターの調理室で交歓会の準

備を兼ねて日中の仲間が協力して蕎麦打ち、餃

子作りなどをしました。交歓会は自己紹介から

始まりましたが、日本人は中国語で、一方、中

国人は日本語で自己紹介をし、大変有意義でし

た。余興コーナーではビンゴゲームや歌の他ピ

アノ演奏もあり大変盛り上がりました。特に杜

国慶先生と唐莉莉先生の中国の歌には参加され

た全員が感動しました。 

それから平成十三年十月一日に筑波大学留学

生主催の国慶節と中秋節に招待されたこと。毎

年数回開かれた中国料理講習会への参加、又、

当時、筑波大学の教授をされていた遠藤誉先生

の講演会等は忘れません。 

ところで私は大変残念でしたが、平成十六年

から健康上の理由でつくば日中協会を退会させ

ていただきましたが、つくば日中協会の必要性

と楽しい想い出は生涯忘れることはありません。 

さて、中国に「飲水不忘掘井人」（水を飲む時

には井戸を掘った人を忘れない）という「こと

わざ」がありますが、今後もつくば日中協会の

会員一人一人がつくば日中協会設立の原点（市

民レベルで日中交流を進展させる）を忘れない

だけでなく、人間的にも成長（私は謙虚で創造

的な人間）する限り、つくば日中協会はますま

す発展すると信じています。 

最後になりましたが、記念式典と記念誌発行

の為に献身的に協力して頂いた皆様に感謝とお

礼を申し上げ、お祝いの言葉とさせて頂きます。 
  

つくば日中協会設立２０周年を祝して 

 

 
   つくば日中協会元幹事  

  川  鍋    芳  郎 
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やや古い分類方法らしいが、世界の言語を形

態で大きく分類すると、孤立語（中国語など）、

膠着語（日本語など）、屈折語（ラテン語など）

の３つに分けられるそうである。 

孤立語に分類される中国語を学んでいて、非

常に興味深いのは、言葉の、あるいは単語の語

順が大切であるという極めて単純なルールであ

る。 

漢字は、表意文字であるから、書かれた文面

を見ると、なんとなく意味が解ったような錯覚

に陥るが、きちんと日本語に訳せといわれると、

とたんに確信が持てなくなる。 

特に難しいのが「副詞」である。同じ漢字が

動詞、前置詞などにも使われることがあるので、

副詞は動詞の前におくというルールを熟知して

おかないと意味を誤る結果となる。 

さらに、いわゆる「補語」は心理的、物理的

な感覚と共に大変意味深長な存在である。 

さらに、中国語の文法は、極めて単純で合理

的である。動詞は主語によって、あるいは時制

によって、英語のような変化をしない。まず時

制がない。昨日、今日、明日などの言葉が意味

的に時制を示す。 
 古代に製造された青銅器の内側に残されてい

る漢字の文言の内容は、「当時の異民族との契約

書であり、各民族によって特定の漢字の読み方

は異なるが、その意味は表意文字であるから共

通の理解ができた。」と何かに記載されていたの

を記憶している。 

 勝手な推測に過ぎないが、このとき文法が複

雑では、お互いに誤解を生じる可能性が高い。

よって、表意文字のメリットを最高に活かした

言語として中国語の文法が出来上がったのでは

ないだろうか。 

 つくば日中協会の中国語講座の講師陣はきわ

めて優秀である。日本語の堪能なことは言うま

でもなく、筑波大学で博士論文などを著作中の

先生方から中国語を学べるのは、この上もなく

幸いである。 

言葉は生き物であるから、なんと言ってもそ

のニュアンスが大切である。小生が若かりし頃、

有名な英語の辞書に記載されていた単語を使っ

て話したところ、その単語は１６、１７世紀の

シェクスピア時代のものであると、英国人に大

笑いされたことがある。以来、言葉のニュアン

スに注意を払い活用辞典などを読み、できるだ

け新しい辞書を使うように心がけたのはいうま

でもない。中国語の学習でも、このニュアンス

が大切だと思っているが、先生方からこれにつ

いていろいろと学べるのも生きた言葉の習得に

大変役立っている。使われている言葉が正しい

のである。 

ということで、毎回発見があるような中国語

講座には飽きることがない。 
  

中国語講座の楽しみ 

 

 
 つくば日中協会会員・中国語講座受講生 

 中    井       孝 
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 庆祝筑波日中协会成立２０周年纪念。 
 
 本年つくば日中協会が２０周年を迎えられた

ことは、協会の一員としてとても喜ばしく思う

と共に、今日迄協会の発展にご尽力されて来ら

れました不破会長をはじめ役員の皆様に心より

感謝申し上げます。 

 私が当協会に所属したきっかけは、8 年前に行

われたつくば日中協会主催の忘年交歓会への参

加でした。当時中国語を勉強していた妻の誘い

で、何気なく参加したのですが、それまで中国

人との接触が全く無かった私にとって、留学生

と一緒に餃子を作ったり、ゲームをしたりした

ことは、とても新鮮な体験でした。この交歓会

での留学生との交流が、それ以降の私の生活ス

タイルを大きく変えることとなったのです。そ

れまで語学に何の興味もなかった私が、時間さ

えあれば、中国語の勉強に取り組むようになっ

たのです。また協会主催の料理交歓会や筑波登

山などの活動への参加は、私にとって習い始め

た中国語を実践する絶好の機会になりました。

また活動中知り合った留学生と、その後も時々

会って、お互いに会話練習をすることは、貴重

な交流の場になっています。もっとも留学生の

日本語の進歩はとても早く、数ヶ月も経つと流

暢な日本語を話すようになって、日本語だけの

会話になることもしばしばです。最初は会話練

習が目的だったのですが、今では、民族習慣や

社会制度の違いについても語るようになり、個

人的な信頼だけではなく両国社会の理解にも大

いに役立っています。 

こうした交流で深めた理解は、今は個人同士

の小さなものでしかありませんが、将来彼らが

帰国し自国において思い出してくれた時こそ、

日中友好発展の大きな働きに繋がると信じてい

ます。 

私が留学生との交流を通じて、中国の文化・

習慣に触れることができたことはとても有意義

なものであり、つくば日中協会に心より感謝し

ております。異国の文化・風習を知ること、そ

れは鏡に映った自分の姿を見るようなもので、

自国文化を客観的に深く知ることができるとい

うことだと思います。日本と中国は同じ漢字文

化を持つ国であり、風俗や生活文化にも深い関

わりがあるということを改めて実感しています。

基本的には共通した社会文化を持つ日中両国は、

他の国よりも深い理解を得ることができ、強い

信頼関係を築くことが可能であると固く信じて

います。 

 私もつくば日中協会の一員として、今後も皆

様と協力して両国の友好発展のお役に立ちたい

と思っています 
  

つくば日中協会と私 

 

 
   つくば日中協会会員・中国語講座元受講生 

  盛  光   稔 
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 つくば日中協会が設立されて 20年が経過しま

した。小生は設立後４年目からお世話になりま

した。きっかけは「常陽リビング」の中国語講

座の案内だったと記憶しています。それまでは

つくば市の公民館講座で約半年間中国語を学ん

でいました。このまま続けたい気持ちがありま

した。 中国との関わりは 40年以上前に遡りま

す。某大学に学んでいた砌、日中平和友好条約

締結前で中国全土では文化大革命渦中の、隣国

でありながら遠い国といえた中国に興味を持ち

ました。 

 一口に言う 20 年という星霜は、中国の悠久の

歴史からみるとひとまばたきにすぎません。殷

賑を極めた清朝乾隆帝盛世期は世界のＧＤＰの

３分の１を占めていたといいます。中国近代の

黎明は、アヘン戦争が契機にあるという説は多

いです。この戦争が始まった 1940年からの 20

年は中国史のなかでターニングポイントになっ

た時期でしょう。 

 ニューヨークに屹立する「林则徐纪念像」の

彼は毅然としています。彼の功績がなかったら

近代化は遅れていたかもしれません（当時三角

貿易により多量のアヘンが中国に流入していた

が、彼は欽差大臣として全てのアヘンを没収し

対英貿易中止させた）。アロー号事件、太平天国

など以後の 20年はイギリス、ドイツなど欧州、

ロシアや日本などの国々が跳梁跋扈するカオス

状態に入ります。後の日清戦争、戊戌変法、義

和団の乱、辛亥革命にその後の五・四運動など

戦争と混乱の契機ともなりました。まさに「国

破れて山河あり」（杜甫『春望』）の相を呈した

ことは歴史に見る通りです。その 20年後（1860

年代）あたりから活躍したのは、言わずと知れ

た知日派の李鴻章です。「垂簾聴政」と「督撫重

権」が噛み合い比較的安定した時代でした。1949

年の中華人民共和国の建国までの 109 年は、ま

さに苦難の道を辿ってきました。 

 古来より中国と日本は「一衣帯水」（一筋の帯

のような狭い水をへだてて近接している）と表

現されます。日本の律令制度は唐制に倣い体系

的法典を編纂・施行したことが実証されていま

す。一方、清朝末には日本の絶対主義天皇制を

先進的事例としたし、1905年日本で中国同盟会

を成立させるなど、有史以来お互いが共に影響

しあい発展してきたことは両国の歴史が証明し

ています。 

 翻って、私のこの 20 年を回顧してみますと、

熟年期になってからの中国語講座受講は単語や

文法などは憶えても忘れてしまうことが多々あ

り、講師を困らせてしまったこともあったよう

な気がします。しかし、授業のなかで地理や風

土、現代の中国の文化などを学ぶことができま

した。中国旅行、料理講習会、筑波山登山など

の諸活動を通じ、中国のみなさんと交流ができ

ましたことは、意義ある時間を共有することで、

小さな我が人生に彩りを添えることになりまし

た。特に、1999年春に唐先生のご案内で、講座

受講生のみなさんと行った中国旅行は、強行ス

ケジュールながらこれからの学習に弾みがつき

ました（唐先生のお母さんとともにいただいた

元宵の味は格別でした）。また、2011年の寧波工

程学院訪問は学生さんに日本人学生にはない若

さとエネルギーを感じ、日本語学習に対するひ

たむきさに感心させられました。この場を借り

てお世話になりましたみなさまがたに心より厚

く御礼申し上げます。 

これからは、今次の 20周年を機に、これまで

培った交流活動等を生かしながら、さらに次の

20年に向かって飛躍できるよう微力ながら努力

いたす所存です。   

つくば日中協会設立２０周年に思う 

 
 
  つくば日中協会幹事 

   飯   田      茂 
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日中協会の中国語講座を受けるようになって

から、行事に関わる人の少なさに見るに見かね

てお手伝いをするようになり、はや８年にもな

ろうとしています。これまで主催行事である年

忘れ日中交歓会、中国家庭料理教室、日本料理

教室と食べる行事にはすべて関わってきたよう

に思います。 

 料理を作って食べるということは万国共通で、

お互いの交流がとても滑らかに進みます。 
年忘れ交歓会では主に筑波大学の中国からの

留学生と一緒に水餃子を作り、有志の持ち寄り

のお汁粉や、豚汁、お寿司、時にはおでんなど

を食べながらゲームをして楽しい一時を過ごし

ます。日本では餃子と言えば焼き餃子が一般的

ですし、餃子だけでお腹いっぱいにするという

こともあまりありませんが、中国ではこれだけ

でお腹一杯になるほど食べます。ちなみに 1 人

10個食べると計算して人数分作ると,およそ 500
から 600 個作ることになります。朝から作業を

始めても昼にようやく間に合う程の時間がかか

ります。粉のこね方、材料の切り方、具の混ぜ

方、包み方など、難しい会話でなくても通じ合

えることは盛りだくさんあります。 

 また、中国の方との料理教室では、留学生の

皆さんがメニューを考えて、私たち日本人に中

国の家庭の味を教えてくれます。本場の麻婆豆

腐、包子、回鍋肉、鶏手羽先のコーラ煮、トマ

ト入り卵スープ、にんにく入りのキュウリの即

席漬けなどなど。どれを食べても口に合うのは

日本人にとって中華料理は日頃食べ慣れている

からでしょうか。 

 日本料理教室では一般の家庭で日頃食べてい

る料理で、留学生の皆さんでも日本に滞在して

いる間に作れるようなものを選びます。たとえ

ば、鯖の味噌煮、海苔巻き寿司、おいなりさん、

肉じゃが、豚汁など。また、出かけるときに持

ち運びのできるおにぎり。おにぎりは日本人に

とってごくごく普通に誰でも作れるものですが、

主食を持ち歩かない中国の方にとって、おにぎ

り作りを初めて体験する人がほとんどで、とて

も新鮮な様子でした。 

私たちの中国の方との交流は構えることなく、

このような作業を通してお互いの生活習慣の違

い、文化の違い、食の違いなどを知る絶好の機

会であり、いろいろな形で話が弾みます。行事

に参加してくださる中国の方々は日本語がとて

も上手で、中国語で交流をと考えていてもほと

んど日本語になってしまうのは、いつものこと

ながらもったいないなと思っています。 
  

つくば日中協会主催の行事を担当して 
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平成１７年に杭州を訪れたことがすべての始

まりでした。ツアー旅行嫌いな私は、観光客が

観光バスで大挙して押し寄せるような観光地は、

なんとなく気持ちが萎えてしまいます。「中国に

は団体旅行客が足を運ばない魅力的な場所がま

だまだたくさんある、何度でも中国に行きたい」、

それが中国語の勉強を始めるきっかけでした。 

杭州旅行から帰ってまもなく、つくば日中協

会の存在を知り、受講することにしました。つ

くば日中協会では、範先生、楊先生、李先生、

孟先生、和泉田先生と、講師として優秀なだけ

ではなく、人格にも優れ、日中交流や、中国文

化や中国事情の紹介にも熱心で、そのためには

全く労を惜しまない、素晴らしい講師陣と出会

うことができました。そのため、なお一層中国

にも興味を持ち、中国人に好感を持つこととな

りました。 

何とか中国語が上達するようにと、週に３コ

マの授業を受講したこともありました。しかし、

語学の向上はイライラするほど遅く、中国旅行

に行くたびごとに自分の語学力の進歩を実感し

ては次の中国行きを楽しみにするようになりま

した。そんなおり、宮島さんは勉強熱心で料理

も得意だからと、不破会長から役員になって欲

しいとお声が掛かりました。私としてはたいし

て考えもせず、安い受講料で、なかみの濃い講

義とさまざまな行事を提供していただいている

のだから、私に出来ることはさせていただこう

と快諾しました。 

つくば日中協会の役員となって、私が積極的

に関わった行事が、寧波大学及び寧波工程学院

訪問です。この２度の寧波訪問は私たちにとっ

て、ただの旅行にとどまらない印象深いものに

なりました。勉強熱心で人なつこい大学生たち

のレベルの高い語学力に感心し、大学の学食で

学生たちと同じものを食べ、彼ら彼女らが入居

している寮を見せていただき、一緒に授業を受

け、また、私たちが講師となって授業を行い、

一緒に日本のカルタやオセロに興じ、餃子やお

にぎりを一緒に作ったり、中国の学生とじかに

触れ合う貴重な体験となりました。充実した

日々を終えて、私は大きないい仕事ができた後

のような充実感に満たされていました。 

ところで、平成１７年から続いていた私の受

講は、昨年ついに途切れてしまいました。資格

試験勉強のためです。にもかかわらず、私は寧

波訪問の後に味わった充実感をまた再び味わい

たくて、２０周年記念誌の発行を提案しました。

その結果、試験勉強のために充分な役割が果た

せず、他の役員の皆様には大変なご迷惑をおか

けしてしまいました。しかし、これに懲りず、

今後も役員の末席に加えていただけたらと考え

ています。 

つくば日中協会の活動に参加して 
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西　暦
(平 成)

月　日
行　事　名
（場　所）

説　　　　　　明

12月10日

発会式と紀念祝賀
パーティー
（つくばインフォ
メーションセン
ター）

約90名が参加し、その内の半数が その場で新しくつ
くば日中協会の会員登録をして入会された。茨城新聞
などに報道された。
発会式では発起人の一人である稲葉つくば市助役の司
会で議事が進められ、発会式開催に至るまでの経緯の
説明とつくば日中協会会則（案）に基づいて、会則の
制定、役員の選任が行われた。
会長に電子技術総合研究所の不破正宏主任研究官、幹
事長に図書館情報大学の大庭治夫教授が推薦され、参
会者の賛同を得て新役員が了承された。
事務局は内外研究センターにおき、事務局長は幹事長
が兼任。
引き続いて不破新会長の挨拶があり、来賓として本会
名誉会長に就任頂いた木村操つくば市長および種田六
郎茨城県日中友好協会副会長から祝辞が述べられた。
さらに、駐日中国大使館の張慧春参事官の記念講演が
行われた。
発会式終了後は参会者一同、記念集合写真を撮影して
から隣室に会場を移して、発会式記念祝賀パーティが
開催された。

12月
中国人留学生会の
忘年会に出席
（筑波大学）

中国大陸および台湾出身の筑波大学の中国人留学生の
それぞれの会から招待状を頂き、不破会長が参加し
た。

3月1日

つくば日中協会
ニューズ
（筑波日中協会　会
報）
　創刊

１．つくば日中協会会長としての希望（不破）。
２．つくば日中協会結成を祝して（中国大使館参事
官）。
３．つくば日中協会発会式報告。
４．日中友好だより。
５．つくば日中協会活動記録及び今後の予定。
６．会員の声・会員消息などを掲載した。

4月9日
総会および観桜会
（万博記念公園）

つくば市長と助役の他、二人のミスつくばも参加さ
れ、楽しいお花見会になった。ミスつくばの一人は
フィリピン出身の留学生でしたので桜の木の下でフィ
リピンの舞踊を披露した。また、幹事の川鍋さんが太
極拳を披露した。

6月
月例懇談会発足
第一回
（春日公民館）

春日公民館を会場に、毎月第３木曜日19：00〜21：
00。内容は専門的なものから一般的なものまで、何ら
かの形で日中両国民に関連のある話題を提供と質疑、
応答、雑談などが行われ、究めて有意義な情報交流の
場となった。

3月 ニューズ発行 第2号が発行された。

4月6日
総会および観桜会
（農環研と農林団
地）

農業環境技術研究所の小会議室で総会を開き、その後
農林団地の桜木下でお花見をした。約40人が参加し
た。

4月15日

中国家庭料理の会発
足、第一回実習
（カスミつくばセン
ター）

つくば市に滞在する中国の方々から中国各地の家庭料
理の作り方を教わり、お互い作品を試食しながら食文
化の交流を行い、好評であった。

20年の歩み - 年表
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(H6)

1995
(H7)
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4月20日
～12月

（新）月例懇談会
第9回～16回
（春日公民館）

春日公民館を会場に、毎月第３木曜日19：00〜21：
00。約2年間続いた。話題は、「つくば市の日中交流
の現状」、「自由市場よもやま話」、「北京の商業と
庶民の生活」、「ベトナムー中国の国境」、「中国の
砂漠」、「中国のレアメタル」、「中国深セン紀
行」、「日中の日常品の物価比較と庶民生活」、日本
と香港の生活事情」、「北京近郊の風物と農民の明け
暮れ」、「思い出茨城青年の船」、「ウイグル人の生
活、モノの見方、考え方」、「中国語教育の現場から
見た日中交流」、「中国伝統思想と住宅」など。

4月 事務局移転
事務局を下記に移転、戸田雄三氏が事務局長。
つくば市上の室 286-3 つくば日中協会事務局　（戸
田　雄三気付け）

10月28日
～11月4日

日中友好訪中団発足
第一回
（北京・成都）

10名の団員構成で北京市と成都市を訪問し、先方の文
化団体と交流を深めた。また一般の観光では経験の出
来ない名所旧跡、文化・芸術、人情などに触れること
ができ、極めて有意義であった。

1月
つくば日中協会ホー
ムページ開設

熱帯農業研究センターの個人ページにつくば日中協会
のHPを設けた。
Http://ss.jircas.affrc.go.jp/^dumy/sinojapa.htm

3月12日
平成７年度茨城県国
際交流奨励賞を受賞
（水戸）

受賞式は水戸市で開かれ、不破会長、杜幹事長、冷岡
幹事が参加した。

3月 ニューズ発行 第3号が発行された。

4月13日
総会および観桜会
（二の宮公民館と洞
峰公園）

二の宮公民館にで総会を終了後、洞峰公園に移り、約
30人でお花見会を行った。

5月13日
つくば日中協会便り
刊行

月例懇談会や中国家庭料理会を毎月開催するにあたっ
て、お知らせなどのために刊行した。活動報告や、役
員名簿なども掲載した。

1月～12月
中国家庭料理の会
実習
（春日公民館）

毎月第3土曜日。料理は、ウイグル料理、上海料理、
山東料理、青海料理、北京料理、福建料理、江蘇料理
など。

1月～12月
月例懇談会
（春日公民館）

毎月第3木曜日。話題は、「中国の教育」、「カラー
と中国文化」、「日中算数教育の改善案」、「中国文
化と生態学」、「中国の教育」、「中国の物流業界の
現状」、「中国東北地方の日常生活」、「インタネッ
トで中国語を使う」、「中国の研修生との交流」な
ど。

3月 ニューズ発行 第4号が発行された。

4月5日
総会および観桜会
（春日公民館）

つくば市藤沢順一市長が総会に参加し、挨拶した。総
会後のお花見会は小雨のため春日公民館の調理室で料
理と飲み物をつまみながら、窓越しに満開の桜を見
て、まさに（花より団子）と歓談を楽しんだ。
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6月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

つくば市国際文化課と共催で、中国語講座を開講し
た。入門コースと初級コースを設け、受講生の皆さん
が毎週熱心に頑張った。この講座は受講生から高い評
価を受けた。
つくば日中協会の中国語講座はその後毎年開講されて
いる。

6月4日
中国の書家講演会
（竹園公民館）

つくば日中協会及び近隣の書道愛好家約30名が集ま
り、中国の著名な書家李正中（当時71歳）の講演を聞
いた。その後書道について質疑応答が行われた。

6月〜7月
雲南地震復興義援バ
ザー実施

雲南地震へ見舞金寄付（8万円、約555456元）

8月
初めて月見会（以来
中秋のパーティに
なった）開催

この年から、ほぼ毎年中秋節前後に、パーティを開催
した。

10月
初めてホームスティ
を実施

中国留学生を招待して、日常の食事を出し、日本の家
庭生活を見てもらう。その後、ほぼ毎年実施した。

12月
初めて年忘れ日中交
歓会を開催
（二の宮公民館）

日中協会の会員の他、つくば市国際交流課と共催によ
り開講した中国語講座の受講生及び中国留学生と交歓
会に関心のある多数の方々が参加した。

1月
ホームページ新しい
アドレスで再開

一般公開のYahooにホームページを設けた。
http:// www.geocities.co.jp/WallStreet/1702

3月 ニューズ発行
第5号を発行。藤沢順一市長の総会での挨拶、中国語
講座の感想文、つくば日中協会の活動報告などを掲載
した。

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

入門コースと初級コース。

4月11日
総会および観桜会
（筑波大学クラブハ
ウスと桜広場）

総会後のお花見会は天候に恵まれ、また筑波大学中国
人留学生も参加して和やかな中に歓談を楽しんだ。

10月2日
月見会兼日中交歓会
（二の宮公民館）

中国語講座の受講生、中国人留学生、つくば日中協会
会員計40名参加した。

12月26日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森・老人
福祉センター）

中国語講座の受講生、中国人留学生、つくば日中協会
会員計70名参加した。余興コーナは、ゲームあり歌あ
り、大変盛り上がった。特に中国語講座の講師杜国慶
先生と唐莉莉先生の中国の歌には全員が感動し、終了
後も拍手がなり止まらず、アンコールに応えて頂い
た。

1月21～23
日

中国深圳市訪問
（中国深圳市）

中国深圳市とつくば市囲碁友好都市提携調印式に不破
会長が参加した。

3月25～30
日

中国語講座北京訪問
団北京訪問
（中国北京市）

東洋大学牛久高校の生徒（講師唐莉莉氏が引率）と中
国語受講生の有志者21人が参加した。

1998
(H10)

1997
(H9)

1999
(H11)

28



3月 ニューズ発行
第6号を発行。藤沢順一市長の寄稿、中国訪問の報告
（飯田、不破）、中国語講座の受講生の感想と宿題な
どを掲載した。

4月18日
総会と懇親会
（二の宮公民館と洞
峰公園）

いい天気なので、総会後の懇親会は大変盛り上がっ
た。

4月～翌年
3月

中国語講座開講（中
央図書館）

入門コースと応用コース。

10月15日
～21日

中国訪問
不破会長ら3人中国雲南省を訪問、雲南地震で被害
し、つくば日中協会が見舞金を送った新苗幼稚園を見
学した。

12月18日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森・老人
福祉センター）

余興コーナは、ゲームや歌の他、生花及び太極拳の演
武などがあり、大変盛り上がった。

3月 ニューズ発行
第7号を発行。藤沢順一市長の寄稿、中国雲南訪問の
報告（鈴木）、中国語講座の受講生の感想と宿題など
を掲載した。

3月24日
中国語講座終了パー
ティ（星の家）

2コースの受講生と先生ほぼ全員が参加した。

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

初級コースと応用コース。

5月6日
平成12年度総会
（二の宮公民館）

総会の後、洞峰公園で歓談会、筑波大学留学生も多数
参加した。

9月22日
筑波大学留学生会主
催交歓会に参加
（筑波大学）

不破会長と幹事5名が参加した。

12月23日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森・老人
福祉センター）

特に、ゲームや歌のほかピアノ演奏があり大変盛り上
がった。杜国慶氏と唐莉莉氏の中国の歌には全員が感
動した。

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

入門コース、初級コース、応用コース。

5月 ニューズ発行
第8号を発行。特に、中国語講座に関する感想と宿題
の発表とつくば日中協会の活動報告を刊行した。

6月9日
平成13年度総会と日
中交歓会
（二の宮公民館）

総会の後、洞峰公園で歓談会、筑波大学留学生も多数
参加した。

10月1日
筑波大学留学生会主
催交歓会に参加
（筑波大学）

不破会長と会員7名参加した。

12月16日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森・老人
福祉センター）

余興のコーナでは、ビンゴゲームや歌のほかピアノ演
奏があり大変盛り上がった。また、杜国慶氏と唐莉莉
氏の中国の歌には全員が感動した。
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4月7日
平成14年度総会と日
中交歓会
（春日公民館）

総会終了後、同公民館の調理室で交歓会が催された。
筑波大学中国人留学生も参加して各自の自己紹介、出
身地の紹介やそれに関する話題に花が咲いた。持ち込
まれた料理も美味しく和やかな交歓会となった。

4月 事務局移転

事務局長を交代のため、事務局を下記に移転した。
〒305-0031 茨城県つくば市吾妻 4-13-21　川久保忠
通気付
つくば日中協会事務局　電話/FAX：029-851-4619

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

入門コース、初級コース、応用コース。

4月 ニューズ発行
第9号を発行。藤澤順一つくば市長の巻頭言、中国語
講座受講生の感想文、年忘れ交歓会の報告などが掲載
された。

10月4日

筑波大学中国人留学
生会主催の国慶節・
中秋節交歓会に参加
（筑波大学）

不破会長と会員4名が参加した。

12月23日
年忘日中交歓会
（ゆかりの森）

今回から、飲酒運転防止を考慮してアルコール抜きの
交歓会となったが、不破会長の奥様の軽妙な司会でビ
ンゴゲームや歌などで大いに盛り上がった。

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

入門コース、初級コース、応用コース。

6月 ニューズ発行
第10号を発行。藤澤順一つくば市長の巻頭言、中国語
講座受講生の感想文、王幹事長のエール大学滞在記、
平成14年度活動報告などが掲載された。

10月10日 筑波山登山(第1回)
会員（4名)と筑波大学中国人留学生(約13名)が参加。
筑波山に登山後つくばの古い民家を改造したﾚｽﾄﾗﾝで
会食した。

12月
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

会員と大勢の筑波大学留学生出席した。

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

入門コース、初級コース、応用コース。

12月
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

会員と大勢の筑波大学留学生出席した。

5月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

入門コース、初級コース、応用コース、会話コース4
コースになった。

5月
平成17年度総会
（春日公民館）

役員(9名)、講師(3名)、会員(12名)が出席した。

12月23日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

会員と大勢の筑波大学留学生出席した。

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

4ｺｰｽ開講。入門(前半:和泉田恵美(廖帥))/後半:王･初
級(楊豪傑)･応用(呉)･会話(野澤)　（各ｺｰｽとも40
回）

平成18年度総会 役員(8名)、講師(4名)、会員(約10名)が出席した。

中国家庭料理教室
（小野川公民館）

女性講師や杜(国慶)元講師の指導

2003
(H15)

6月

2004
(H16)

2002
(H14)

2005
(H17)

2006
(H18)
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10月9日 筑波山登山(第2回) 会員(14名)と筑波大学中国留学生(22名)参加した。

12月
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

会員と大勢の筑波大学留学生出席した。

10～12月
ホームパーティー
（各会員の自宅）

会員(9名)の協力により留学生(合計32名)を各家庭に
招待した。

3月
中国語講座終了ﾊﾟｰ
ﾃｨｰ（楼外楼）

4ｺｰｽ合同の終了ﾊﾟｰﾃｨｰ

5ｺｰｽ開講（全受講者数:54名）

入門(和泉田恵美(廖帥))･初級(楊豪傑)･基礎会話(和
泉田)･中級(野澤有希(徐燕)･応用(楊)

女性講師や彭(玉全)氏の指導

9月 筑波山登山(第3回) 会員(8名)と筑波大学中国留学生(13名)参加した。

12月
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

会員と大勢の筑波大学留学生出席した。

10～12月
ホームパーティー
（各会員の自宅）

会員(8名)の協力により留学生(合計28名)を各家庭に
招待した。

11月 ホームページの刷新 中国語講座のｶﾚﾝﾀﾞｰをｱｯﾌﾟ。

12月 ニューズの発行

第11号を発行。2006年と2007年2回の筑波山登山特集
として、登山報告（川久保）と会員、特に中国語講座
の受講生たちの感想文を掲載した。会員や名誉会長で
ある市長をはじめ市の関係者、筑波大学留学生会にも
配付した。

1月 ニューズの発行
第12号を発行。2006年と2007年2回ホームパーティ特
集として、ホームパーティ報告と感想文を掲載した。

3月18日
中国語講座終了ﾊﾟｰ
ﾃｨｰ　(楼外楼)

5ｺｰｽ合同(約40名の出席)

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（春日・竹園・小野
川公民館）

5ｺｰｽ開講（各ｺｰｽとも年間40回の開講)（全受講者
数:47名）基礎(和泉田恵美(廖帥))･初級(楊豪傑)･基
礎会話(和泉田)･新汉语(野澤有希(徐燕)/李晶)･応用
(楊)

役員(9名)･講師(2名)･会員(16名)が参加した。

四川大地震の義援金(105,307円)を筑波大学中国人留
学生学友会代表楊豪傑氏に手渡した。

中国料理日中交歓会
(小野川公民館)

日本人(23名)、中国人(24名)の参加。皆で作った中華
料理を味わいながら交歓した。

9月 ニューズの発行
第13号発行。つくば市市原健一市長の寄稿、不破会長
のつくば日中協会設立15周年記念の挨拶のほか、中国
四川省地震被害義援金募金緊急報告などを掲載した。

9月27日 筑波山登山(第4回) 会員(11名)と筑波大学中国留学生(25名)参加した。

2007
(H19)

平成19年度総会
中国家庭料理教室
（豊里公民館）

平成20年度総会
(小野川公民館)

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（中央図書館）

5月

6月8日

2006
(H18)

2008
(H20)
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12月21日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

約70名の参加の内、中国人の参加者は約30名。

10月～翌
年1月

ホームパーティー
（各会員の自宅）

会員(11名)の協力により留学生(合計40名)を各家庭に
招待した。

11月 ホームページの刷新 中国語講座のｶﾚﾝﾀﾞｰやﾆｭｰｽﾞの最新号をｱｯﾌﾟ。

11月21～
24日

中国旅行
会員(16名)参加。寧波大学日本語学科の約30名の学生
達と交流。寧波･紹興･上海を見物。

2月 ニューズの発行
第14号発行。筑波山登山、ホームパーティ、年忘れ日
中交歓会および春節パーティー（筑波大学中国留学生
学友会主催）の報告と感想を掲載した。

平成21年度総会
（小野川公民館）

役員(8名)･講師(3名)･会員(7名)と中国人留学生(12
名)もｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして参加

中国料理日中交歓会
（小野川公民館）

中国人留学生の指導の下6種の中華料理作った。食後
交歓会。

9月27日 筑波山登山(第5回) 会員(8名)と筑波大学中国留学生(24名)参加

12月5日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

約70名の参加の内、中国人の参加者は約40名。

11月～翌
年1月

ホームパーティー
（各会員の自宅）

会員(9名)の協力により留学生(合計35名)を各家庭に
招待した。

2月 ニューズの発行

第15号を発行。2009年度中国語講座開講式＆お茶会、
総会および中国料理交歓会、筑波山登山、日本料理講
習会、年忘れ日中交歓会および春節パーティー（筑波
大学中国留学生学友会主催）の報告と感想を掲載し
た。

3月23日
中国語講座終了ﾊﾟｰ
ﾃｨｰ（楼外楼）

受講者(約40名)参加

3月 ホームページの刷新
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに詳しい会員により中国語講座の紹介記事の
内容充実に努めた。

5ｺｰｽ開講（各ｺｰｽとも年間40回の開講)
入門(和泉田恵美)･基礎(孟熙)･中級(孟熙)･応用(李
晶)･新汉语(李晶)
(注)前年度末に予定されていた講座終了ﾊﾟｰﾃｨｰは東日
本大震災により中止。その費用を寄付に回す。

中国語講座開講
（春日・竹園・小野
川公民館）

5月16日

中国語講座開講
（春日・竹園・小野
川公民館）

2010
(H22)

4月～翌年
3月

2009
(H21)

4月～翌年
3月

5ｺｰｽ開講（各ｺｰｽとも年間40回の開講)（全受講者
数:48名）
入門(辺家勝/和泉田)･初級(楊豪傑)･応用(楊)･基礎会
話(孟熙)･新汉语(李晶)

2008
(H20)
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平成22年度総会
（小野川公民館）

役員(8名)･講師(2名)･会員(6名)と会員の家族(4名)･
中国人留学生(21名)もｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして参加。岡田副
市長と筑波大学中国留学生学友会代表黄会長も参加。

中国料理日中交歓会
（小野川公民館）

中国人留学生の指導の下8種の中華料理作った。食後
交歓会。

10月16日 筑波山登山(第6回) 会員(13名)と筑波大学中国留学生(24名)参加した。

11月13日
日中市民ﾌｫｰﾗﾑ
（並木公民館）

ﾃｰﾏ：異文化体験（講師：松木益道氏、趙丹花氏）。
岡田副市長、黄筑波大学中国人留学生学友会会長も参
加。

12月19日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

岡田副市長･ﾍｲｽﾞ･ｼﾞｮﾝ市議･片岡国際課長出席。

12月28日
寧波工程学院訪問
（寧波工程学院）

不破夫妻･宮島･飯田の4氏が寧波工程学院を訪問、院
長や学院首脳部と会見した。

10月～12
月

ホームパーティー
（各会員の自宅）

会員(8名)の協力により留学生(約30名)を各家庭に招
待した。

1月16日
日本料理講習会
（小野川公民館）

日本人会員が講師を務め中国人留学生(20名)が日本料
理(海苔巻き寿司･稲荷寿司･鯖の煮付け)を作り、懇談
しながら食事。

2月 ホームページの刷新
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに詳しい会員により中国語講座の紹介記事の
内容充実に努めた。

3月31日 ニューズの発行

第16を発行。中国語講座開講式＆お茶会、総会および
中国料理交歓会、つくば登山、日中市民フォーラム、
ホームパーティー、日本料理講習会、寧波工程学院外
国語学院訪問および春節パーティー（筑波大学中国留
学生学友会主催）の報告と感想を掲載した。

5月～翌年
3月

中国語講座開講
（春日・竹園・小野
川公民館）

5ｺｰｽ開講（各ｺｰｽとも年間40回の開講)（受講者:37
名）
入門(和泉田恵美)･初級(孟熙)･中級(孟熙)･応用(李
晶)･新汉语(李晶)
(注)通例では4月からの開講であるが、この年は東日
本大震災により5月から開講。

平成23年度総会（小
野川公民館）

役員(10名)･講師(1名)･会員(9名)と中国人留学生(11
名)もｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして参加。筑波大学中国留学生学友
会代表孟会長も参加。

中国料理日中交歓会
（小野川公民館）

総会出席者の他、岡田副市長･沼尻氏(国際･文化課)や
会員の家族の参加（総勢36名）

9月17～24
日

寧波工程学院訪問
（寧波工程学院）

中国語受講生(7名)が学院の日本語科の授業を見学、
学生との交流、講義も行った。

10月16日 筑波山登山(第7回) 会員(11名)と筑波大学中国留学生(26名)参加した。

12月17日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

筑波大学中国人留学生(40名)･岡田副市長･ﾍｲｽﾞ･ｼﾞｮﾝ
市議出席

10月～12
月

ホームパーティー
（各会員の自宅）

会員(4名)の協力により留学生(約13名)を各家庭に招
待した。
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6月11日

5月15日

2011
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1月22日
日本料理講習会
（小野川公民館）

日本人会員が講師を務め中国人留学生(20名)が日本料
理(海苔巻き寿司･鯖の煮付け･お吸い物)を作った。

4ｺｰｽ開講。各ｺｰｽとも年間40回（受講者:37名）

初級(和泉田恵美)･中級(孟熙)･応用(李晶)･新汉语(李
晶)

(注)前年まで行っていた入門講座を止め、この年は4
ｺｰｽとなった。新規受講者は3,4名入会した。

平成24年度総会
（小野川交流ｾﾝﾀｰ）

役員(9名)･講師(1名)･会員(6名)と中国人留学生(19
名)もｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして参加。来賓は筑波大学中国留学
生学友会代表孟会長と岡田副市長。

中国料理日中交歓会
（小野川交流ｾﾝﾀｰ）

総会出席者の他、2名の市職員も出席、6品以上の中華
料理を作り懇親した。

7月21日
つくば日中ﾌｫｰﾗﾑ
（春日交流ｾﾝﾀｰ）

ﾃｰﾏ：旅（講師：川久保忠通氏･何銀春氏･杜明遠氏）

10月13日 筑波山登山(第8回) 会員(9名)と筑波大学中国留学生(35名)参加した。

10月13日 ニューズの発行
第17号が発行。市原健一つくば市長（つくば日中協会
名誉会長）の巻頭言と平成２３年度における「つくば
日中協会」の活動の概要を掲載した。

12月23日
年忘れ日中交歓会
（ゆかりの森）

会員と中国人留学生(40名)と岡田副市長･市職員(2名)
出席した。

10月～12
月

ホームパーティー
（各会員の自宅）

会員(3名)の協力により留学生(10名)を各家庭に招待
した。

1月19日
日本料理講習会
（小野川交流ｾﾝﾀｰ）

川村幹事を日本人会員(9名)が補佐し、中国人留学生
(19名)にが日本料理を指導し、一緒に会食。(ﾒﾆｭｰ:肉
ｼﾞｬｶﾞ･太巻き･お握り･お吸い物)

3月 新規ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成

従来までのHPはｿﾌﾄの関係で編集出来なくなり、新し
いｿﾌﾄにより新規作成した。
https://sites.google.com/site/tsukubarizhongxieh
ui/

4月15日
総会と中国講座の開
講式
（小野川交流ｾﾝﾀｰ）

平成25年度総会の後、中国語講座の4ｺｰｽ合同の開講式
を行った。

4月～翌年
3月

中国語講座開講
（春日・竹園・小野
川交流ｾﾝﾀｰ）

4ｺｰｽ開講。各ｺｰｽとも年間40回（受講者:37名）
初級(和泉田恵美)･中級(孟熙／後半は金佳)･応用(何
銀春)･新汉语(李晶)

10月26日 筑波山登山(第9回) 会員(12名)と筑波大学中国留学生(30名)参加した。

中国語講座開講
（春日・竹園・小野
川交流ｾﾝﾀｰ）

2012
(H24)

2013
(H25)

4月～翌年
3月

5月19日
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つくば日中協会20周年の記録 

思い出の写真 

発会式 

 

 

総会と花見 
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筑波山登山 
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料理教室と懇親会（忘年会） 
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中国語講座とその他の交流ﾌｫｰﾗﾑ 
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中国旅行 
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その他の活動 

 
ホームパーティ 

 

中国の書道家来訪 
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つくば日中協会20周年の記録 

つくば日中協会発足及びその後新聞報道など 
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つくば日中協会20周年の記録 

義援活動 

①1997年中国雲南省地震被害への募金と寄付 

 
領収書と感謝の手紙（抜粋） 

②1998年中国洪水被害への寄付 

 

中国厚生省からの感謝状 

 

 

中国大使館からの手紙と領収書 

③2008年中国四川省大地震被害への寄付 

 

 
中国大使館からの礼状と領収書 
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つくば日中協会20周年の記録 

感謝状と記念写真 
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つくば日中協会歴代役員一覧 
（五十音順、在任年度） 

 
名誉会長（つくば市長） 

 市原 健一 （平成17年 ～ 現在） 

木村 操  （平成5年  ～ 平成8年） 

藤澤 順一 （平成9年  ～ 平成16年） 

顧問 

 稲葉 勝行 （平成5年  ～ 平成6年） 

兼平 英雄 （平成7年 ～ 平成20年） 

神林 章夫 （平成7年 ～ 平成8年） 

会  長 

 不破 正宏 （平成5年 ～ 現在） 

幹 事 長 

 王 学論  （平成9年 ～ 現在） 

大庭 治夫 （平成5年） 

千葉 淳治 （平成6年） 

杜 明遠  （平成7年 ～ 平成8年） 

事務局長 

 川久保 忠通（平成14年 ～ 現在） 

戸田 雄三 （平成7年 ～ 平成13年） 

幹事 

 飯田 茂  （平成24年 ～ 現在） 

遠藤 誉  （平成5年 ～ 平成13年） 

王 学論  （平成5年 ～ 平成8年） 

大島 宣雄  （平成24年 ～ 現在） 

大関 香  （平成13年 ～ 平成19年） 

金山 悦子 （平成7年 ～ 平成8年） 

刈谷 由紀子（平成8年  ～ 平成20年） 

川村 路子 （平成18年 ～ 現在） 

川鍋 芳郎 （平成8年  ～ 平成13年） 

鈴木 貞男 （平成5年  ～ 平成23年） 

石 敏俊  （平成8年  ～ 平成13年） 

張 勇兵  （平成18年） 

戸田 雄三 （平成5年 ～ 平成6年） 

杜 国慶  （平成9年 ～ 平成23年） 

杜 明遠  （平成5年 ～ 平成17年） 

唐 莉莉  （平成19年 ～ 現在） 

中澤 都子 （平成18年 ～ 平成23年） 

中嶋 利雄 （平成8年  ～ 平成23年） 

中山 健司 （平成12年） 

範 棣   （平成13年 ～ 平成17年） 

冷岡 倍華 （平成8年  ～ 現在） 

不破 睦子 （平成19年 ～ 現在） 

宮島 利博 （平成19年 ～ 現在） 

李 建華  （平成9年  ～ 平成13年） 

陸 厳   （平成18年 ～ 現在） 

監事 

 伊藤 朗  （平成5年  ～ 平成9年） 

飯田 茂  （平成11年 ～ 平成23年） 

杜 明遠  （平成18年 ～ 現在） 

唐 艶鴻  （平成5年 ～ 平成9年） 

早川 吉則 （平成10年） 

増井 慶次郎 （平成24年 ～ 現在） 

楊 峥嵘  （平成10年 ～ 平成17年）

 

 

 

つくば日中協会 中国語講座 歴代講師 

（講座担当開始順） 

 

１ 唐 莉莉 (平成9年6月 ～ 平成11年3月) 

２ 杜 国慶 (平成9年10月 ～ 平成14年3月) 

３ 範 棣  (平成13年4月 ～ 平成18年3月) 

   （林 美範）  

４ 楊 豪傑 (平成18年4月 ～ 平成22年3月) 

５ 呉 勝龍 (平成18年4月 ～ 平成19年3月) 

６ 廖  帅  (平成18年4月 ～ 現在) 

   （和泉田 恵美） 

７ 徐 燕  (平成18年4月 ～ 平成20年6月) 

   （野澤 有希) 

８ 李  晶  (平成20年7月 ～ 現在) 

９ 孟 熙   (平成21年4月 ～ 平成25年8月) 

10 何  银春 (平成25年4月 ～ 現在) 

11 金 佳  (平成25年9月 ～ 現在) 
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あ  と  が  き 

つくば日中協会設立２０周年を迎え，この２０年間，ささやかな活動ではありましたが，こうし

て記念誌を発行するにいたったことに言葉では表せない感動を実感しております。 

今日までこの活動を支えて下さった方々からお寄せいただいた原稿を編集していて，本当に多く

の皆様に温かく，力強く支えていただいているお陰で活動が続けてこられたのだなあと強く感じさ

せられ，ここに改めて感謝の意を表し，お礼申し上げる次第です。 

２０年前，夫が有志の方とこの会を立ち上げた時には，いつまで続くのだろうか，活動のない名

ばかりの会になっていくのではないだろうか，と思っていました。しかし，２０年間停滞すること

なく活動を続けてくることができました。今思うことは，あっという間の２０年間だったと思う反

面，２０年というのは，結構な年月が経っていたのだなあということです。何をもってそう感じる

のかと申しますと，設立当初の留学生の方々は，小さなお子さんがいらっしゃる方が多く，花見や

忘年会の時にはお子さん連れの方が多くいらっしゃいました。そのお子さんたちが，日本の学校教

育を受け，今，立派な社会人となり，日本や中国で活躍なさっていることを見聞きするからです。

また，私が初めて中国に行ったのは１９９３年ですが，今在学していらっしゃる留学生の皆さんの

中にはそれ以降に生まれた方もいらっしゃる事からです。時代が変わったと言っても過言でないく

らい中国は変わってきています。留学生事情も変わってきております。でも，いつの時も，私は，

留学生や研究者の方々との交流を通し，中国に関して理解を深め、興味・関心を高めてきただけで

なく，自分で自分の道を切り開き，たくましくグローバルに生きていらっしゃる留学生の方から物

の見方，考え方，生き方までも学ばせて頂いております。 
私の好きな食べ物は，一番は，お寿司ですが，その次は、中国人の友人に作っていただく水餃子

や焼餅です。衣服は，チャイナ服が大好きです。チャイナ服の襟の形がとても気に入っています。

衣・食だけでなく，この２０年間，私の生活の中に様々な中国が入ってきています。これからも交

流を深め，留学生のみなさんが快適な留学生生活が送れるようなお手伝いができたり，日中友好に

少しでも貢献できたりすれば良いなと思っております。 

 最後になりましたが，お忙しい中筆をとって，心のこもった原稿をお寄せ頂いて，設立２０周年

記念誌を盛り上げてくださった皆様に厚くお礼申しあげます。皆さま，今後ともよろしくお願いい

たします。 
２０１３年１１月吉日   不破 睦子 

 

設立２０周年記念誌 

   発行年月日  ２０１３年１１月２３日 
   発  行  者  つ く ば 日 中 協 会  
   編 集 者  王 学 論  川久保 忠通 

杜 明 遠    不 破 睦 子 
   印   刷  佐 藤 印 刷 株 式 会 社 
          つくば市二の宮 4－4－21 
                   Tel: 029-855-7622 
   表 紙 絵  井 坂   恵 利 
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